
健都ふくしま創造事業スケジュールについて                                     資料１  

１ 健都ふくしま創造事業の図 



令和8年度　健都ふくしま創造事業スケジュール                                       

組織名 役　割 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 　　　１１月　　　　　　１２月 １月 ２月 ３月

健康づくり
推進協議会

健康づくりプラン２０２４
推進の進行管理

（企画・実践・評価）

食育推進委員会

第３次福島市食育推進計画
推進の進行管理

健康的な食環境づくり
推進の協議と評価

歯と口腔の
健康づくり
推進委員会

歯と口腔の健康づくり
推進の協議と評価

受動喫煙防止
対策推進委員会

受動喫煙防止の方向性や
具体的方法の検討

地
域
の
健
康
づ
く
り

各地区での推進会
地域での主体的な

健康づくりの普及・推進

職
場
の
健
康
づ
く
り

職場の健康
づくり推進委員会

健康経営を通した
健康づくりの推進

一
人
ひ
と
り
の
健
康
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り

●地域の健康づくり補助事業

●各支所周知

●第1回協議会
7/２
保健福祉センター

●設置地区：吾妻、飯野、吉井田、信夫、立子山、飯坂地区

●上記以外の地区

自治振興協議会・町内会などの

地区組織との協議

●第2回協議会

「適しお」サポーター事業

●第1回委員会
7/１４
保健福祉センター

●第1回委員会
7/８
保健福祉センター

●第2回委員会

●第2回委員会

●第2回委員会

●第1回委員会
8/３
保健福祉センター

●第2回委員会

●地域からひろげよう

健康なまちづくり交流会

●第1回委員会
7/９
保健福祉センター

健口ふくしま

いい歯の月間



福島市歯科保健事業令和7年度実績、令和8年度実施計画について 【資料２-１】

Ａ
計画どおりかそれ以上の
成果があった（１００％
～）

Ｂ
概ね計画どおりの成果が
あった（７０％～）

Ｃ
一部未達成または一部未
実施の取組みがあり、あ
まり成果が得られなかっ
た（３０％～）

Ｄ
ほとんど成果が得られな
かったか未実施
（０％～）

10 54 0 1

〈１〉

市民の歯と口腔の健康づ
くりの推進に関する情報
の収集及び提供に関する
施策

〈２〉

むし歯の科学的根拠に基
づく予防対策及び進行抑
制を行うために必要な施
策

〈３〉

歯周炎、歯肉炎その他の
歯周疾患の科学的根拠に
基づく予防対策及び進行
抑制を行うために必要な
施策

〈４〉

口腔機能の維持向上のた
めに必要な施策

〈５〉

障がい者、介護を必要と
する者等に対する適切な
歯と口腔の健康づくりの
確保及び推進のために必
要な施策

〈６〉

歯科医療等業務従事者及
び保健等業務従事者の内
歯と口腔の健康づくりに
携わる者の資質向上を図
るために必要な施策

50 56 44 48 11 3

継続 変更 終了

62 3 0

　　

65

（１）令和7年度　関連事業数
（実数）

評価

65

（２）福島市歯と口腔の健康づくり推進基本方針　施策別事業数(延べ数)　

（３）令和8年度　関連事業数
（実数）

内訳（事業の方向性）



福島市歯科保健事業令和７年度実績、令和８年度計画 　　　 【資料2-2】

（１） （２） （３） （４） （５） （６）

０歳
～

就学前

就学後
～

１９歳

２０歳
～

３９歳

４０歳
～

６４歳

６５歳
以上

1 地域共創課
健康づくりで競争
（共創）チャレンジ

市民一人ひとりの健康づくりの取り組みを市内18
地区で競い、実績に応じて各地区に「健康づくりで競
争（共創）チャレンジ交付金」（まちづくり資金）を交
付する

取り組み者数　7,626名
うち、アプリ7,366名、
台紙260名
＊R７取り組み期間　R７.2.1～R８.1.31

○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○
継
続

2 国保年金課
後期高齢者医療制度
歯科口腔健康診査

事業実施前年度に75歳、80歳に到達した者に対
し、口腔内及び口腔機能検査を実施

令和7年度対象者：6,680名
受診者：881名
受診率：13.18％

○ A ○ ○ ○ ○
継
続

3 障がい福祉課 相談事業 健康相談 随時 ○ ○ ○ ○ ○ B ○
継
続

4 長寿福祉課
いきいきももりん体
操スタート応援講座

住民主体で体操に取り組むグループに対し、立ち上
げと継続の支援を行う。

184団体、2,878名
（内新規立ち上げ10団体、
94名）

○ B ○ ○
継
続

5 長寿福祉課 介護予防教室
いつまでも健康で充実した生活ができるために、よ
り早期からの栄養・運動・社会参加についての介護
予防（フレイル予防）の学習を行う。

867回、13,756名 ○ B ○ ○ ○ ○ ○
継
続

6 長寿福祉課
お口と食事の健康教
室（複合講座）

　高齢者が自立した生活の維持を図るために、高齢
期に起こりやすい摂食・嚥下機能の低下や低栄養の
予防について学ぶ。（講師：栄養士、歯科衛生士、言
語聴覚士）

栄養：2回、25名
口腔：2回、27名
嚥下：2回、25名

○ B ○ ○ ○ ○ ○
継
続

7 長寿福祉課

介護予防出前講座
・栄養・お口の健康
出前講座
・認知・心・薬剤
出前講座
・運動機能向上
出前講座

　体操に取り組むグループへ対し、講師を派遣するこ
とで、住民主体の介護予防活動の継続を支援する。
また、地域住民がフレイルの予防・改善方法を学ぶこ
とで、高齢者の自立した生活の維持を図る。

・栄養：11回、154名
・口腔：8回、86名
・嚥下・耳のきこえ：12件、
140名
・認知：９回、１１２名
・心　：１８回、2７９名
・薬剤：２回、２１名
・PT：2０回、３１４名
・OT：１３回、２５６名

○ B ○ ○ ○ ○ ○
継
続

8 長寿福祉課
食事と栄養/口腔機能
の個別相談
（来所相談・訪問相談）

　高齢者の日常生活において「食べること」を支援す
る。高齢者がいつまでも「食」を楽しみ、自立した生活
の維持を図るために、低栄養状態や生活習慣病等の
予防や改善、口腔ケアやのみこみなどについて、栄
養士、歯科衛生士による個別相談（来所・訪問）を実
施する。

栄養個別相談実施なし
口腔個別相談実施なし

○ D ○ ○ ○ ○ ○
継
続

口
腔
機
能
の
維
持

向
上

障
が
い
者

、
介
護

を
必
要
と
す
る
者

等
に
対
す
る
適
切

な
歯
と
口
腔
の
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康
づ
く
り
の
確
保

及
び
推
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歯
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門
職

及
び
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と
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腔
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く
り
に
携
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の
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向
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民
の
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
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に
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収
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学
的
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づ
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策
及
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そ
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他
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科
学
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に
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づ
く
予
防
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び
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対象年代
（複数可）

実
施
状
況

令和７年度　事業実績　※該当するところに〇を付けてください。

乳
幼
児
期

学
童
思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

令和８年度　事業計画

③福島市歯と口腔の健康づくり
※【資料３】福島市歯と口腔の健康づくり推進基本方針を参照ください。

事
業
の
方
向
性

事業の
「変更内容」

または
「終了の理由」

基本方針

実績
（参加人数・回数等）

担当課 事業名 事業内容

1/8



（１） （２） （３） （４） （５） （６）

０歳
～

就学前

就学後
～

１９歳

２０歳
～

３９歳

４０歳
～

６４歳

６５歳
以上

口
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機
能
の
維
持

向
上

障
が
い
者

、
介
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抑
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対象年代
（複数可）

実
施
状
況

令和７年度　事業実績　※該当するところに〇を付けてください。

乳
幼
児
期

学
童
思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

令和８年度　事業計画

③福島市歯と口腔の健康づくり
※【資料３】福島市歯と口腔の健康づくり推進基本方針を参照ください。

事
業
の
方
向
性

事業の
「変更内容」

または
「終了の理由」

基本方針

実績
（参加人数・回数等）

担当課 事業名 事業内容

9 長寿福祉課 「お口のももりん体
操」

既存のいきいきももりん体操による通いの場で「お
口のももりん体操」に取り組むことで、通いの場の継
続を支援する。また、オーラルフレイルを予防し口腔
ケアの意識向上を図ることによって、いつまでも美
味しく、楽しく、安全な食生活を維持することができ
る。

184団体、2,878名
（内新規立ち上げ10団体、
94名）

○ B ○ ○ ○ ○ ○
継
続

10 長寿福祉課 リハビリ個別相談

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士により運動機
能改善の必要がある高齢者を対象に個別相談を行
い、運動機能向上によりいつまでも自立した生活の
維持を図る。

個別相談６件実施 ○ B ○ ○
継
続

11
健康づくり

推進課
福島市健康づくり推
進協議会

福島市健康増進計画の策定や健康増進事業につい
ての評価等、健康づくりの推進に関する事項を調査
審議する。

年２回開催
・ふくしまし健康づくりプラン２０２４普及啓
発について協議を実施
・ヘルスリテラシーを高める取り組みについ
てグループ協議を実施

○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○
継
続

12
健康づくり

推進課
健都ふくしま創造市民
会議

市民の健康意識の高揚と実践を図るため、保健・医
療・福祉団体の参加協力により開催

・年１回開催
・参加人数　約１６０名
・「みんなで運動 ずっと健脚！～自分なり
の健康習慣を見つけよう～」をテーマに、各
団体での取り組みや現状・課題の報告を受
け、意見交換を実施

○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○
変
更

年1回（内容等を変更し開催
予定）

13
健康づくり

推進課
福島市健康づくりポイ
ント事業

健康づくりの取り組みを継続し、ポイント基準を達成
した方に健民カードを発行

紙台紙カード発行数延
６１７名
アプリカード発行者数
8,147名（R8年3月末時点）
アプリダウンロード数
22,806名
（R8年3月末時点）

○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

14
健康づくり

推進課
歯と口腔の健康づくり
広報活動

福島市歯と口腔の健康づくり推進条例などの紹介
・福島市民の歯科保健の現状（むし歯のある者の割
合等）の紹介

他団体と連携し、イベントにてチラシの配布
等を実施した ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○

継
続

15
健康づくり

推進課

福島市歯と口腔の
健康づくり推進委員
会

福島市歯と口腔の健康づくり推進条例第10条の施
策及び福島市健康増進計画に基づく健都ふくしま創
造事業を総合的かつ効果的に推進する

委員会２回開催
・効果的な普及啓発方法についてのグルー
プワークを実施
・他の団体と連携できる事業や、いい歯の
日の広報活動について協議

○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ ○
継
続

16
健康づくり

推進課
乳幼児
歯科相談

育児相談等での歯科相談
電話及び依頼のあった地区へ歯科相談を
実施
実施回数11回　延べ62名

○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続
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令和７年度　事業実績　※該当するところに〇を付けてください。

乳
幼
児
期

学
童
思
春
期

青
年
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壮
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高
齢
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令和８年度　事業計画

③福島市歯と口腔の健康づくり
※【資料３】福島市歯と口腔の健康づくり推進基本方針を参照ください。

事
業
の
方
向
性

事業の
「変更内容」

または
「終了の理由」

基本方針

実績
（参加人数・回数等）

担当課 事業名 事業内容

17
健康づくり

推進課
母子歯科
健康教育

学習センター、子育て支援センター等からの依頼に
よる歯科健康教育

依頼のあった幼稚園、保育所へ歯科健康教
育を実施
実施回数7回　延べ230名

○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

18
健康づくり

推進課
地域の健康づくり事
業

地域住民が主体の健康なまちづくり

①推進組織5地区（吾妻、飯野、信夫、立子
山、飯坂）推進組織と共創して取組を実施
②上記地区以外
既存の地区組織・団体と学習会・健康講座
等を実施
③健康教育
    １３１回　2,899名

○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

19
健康づくり

推進課
地域母子健康づくり
推進事業

子育てする親が、住み慣れた地域で社会から孤立せ
ずに子育てできるように、地域の関係機関と連携を
図りながら支援する

①育児相談会
   8８回　1,６５２名
②母子保健に関する健康教育乳幼児：45
回、６３６名
学童思春期：２０回、１１２３名
③子育てを考える会
    5回　88人

○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

20
健康づくり

推進課
受動喫煙防止対策推
進委員会

①受動喫煙防止対策推進委員会の開催
②受動喫煙防止条例の推進

委員会開催　2回
受動喫煙防止や禁煙に関するキャッチフ
レーズ（キャッチコピー作成）について協議

○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○
継
続

21
健康づくり

推進課
受動喫煙防止
対策事業

①改正健康増進法に基づいた喫煙専用室等の相談・
指導・届出受付
②受動喫煙防止指導員の巡回
③空気のきれいな施設・車両認証制度
④ライトアップ・街頭キャンペーン
⑤学童思春期向けリーフレット配布
⑥受動喫煙防止重点区域内の飲食店訪問による改
正健康増進法等の周知

①令和7年度　届出０件　電話・来所等によ
り相談対応多数実施
②平日、夜間、休日の巡回実施
③空気のきれいな施設：
   新規認証３４件、
   空気のきれいな車両（台数）：
   新規認証１９台

○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○
継
続

22
健康づくり

推進課
ヘルスメイト養成講座

食生活改善推進員として活動してもらう方を育成す
るため、生活習慣病についてや食事、運動、口腔衛
生、食中毒などについて学ぶ

全11回
延べ99名

○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○
継
続

23
健康づくり

推進課

食生活改善推進員伝
達講習のための研修
会

食生活改善推進員として活動にいかせるための生活
習慣病予防の調理実習、研修会の実施。

前期：1回　56名
後期：1回　22名

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

24
健康づくり

推進課
地域における
伝達講習会

食生活改善推進員による市民のライフステージに応
じた生活習慣病予防のための食事、運動の啓発普及

５０回
延べ３,７６３名

○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続
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25
健康づくり

推進課
国民健康・栄養調査

　国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基
礎資料として、国民の身体の状況、栄養摂取量及び
生活習慣の状況を明らかにするため、毎年実施。無
作為抽出により調査地区が決定。

１地区　４世帯　７名 ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○
継
続

26
健康づくり

推進課
食育推進委員会

①福島市食育推進計画を総合的かつ計画的に推進
するため福島市食育推進委員会を開催
②健都ふくしま創造事業「一人ひとりの健康づくりを
応援する食環境の整備」の一環として、減塩の取り組
みを推進

①委員会　2回
　研修会　1回
②適しおレシピの作成
　６種類（NOK株式会社福島事業場、桜の
聖母短期大学、福島市立福島第三小学校よ
り提供）

○ ○ ○ ○ ○ B ○
継
続

27
健康づくり

推進課
各種検診

歯周病検診
歯周病検診精密検査対象者への電話による受診勧
奨

歯周病検診受診者数
335名
精密検査対象者　35名
（うち　架電件数　２０件）

○ ○ B ○ ○ ○
継
続

28
健康づくり

推進課
地域職域連携事業

職場における健康講座
・働き盛り世代を対象に従業員一人ひとりの健康づ
くり、職場環境（健康経営）を通した健康づくり、地域
の健康づくりを推進する講座を企業に出向き実施。

22事業所　1004名 ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

29
健康づくり

推進課
職場の健康づくり推
進委員会

就労者が健康で長く働き続けることができるよう、
委員会において職場の健康づくりに関する協議を行
う。

２回開催 ○ ○ A ○ ○ ○ ○
継
続

30
健康づくり

推進課
早期介入保健指導
事業

・国保日帰り人間ドック受診者のうち30歳、35歳で
特定保健指導該当者へ指導を行う

・30、35歳受診者２１名
　うち特定保健指導実施1名

○ B ○ ○ ○
継
続

31
健康づくり

推進課
特定健康診査

・特定健康診査の受診勧奨
・特定健康診査の実施
　Ｈ29～尿潜血検査の実施
　Ｈ30～自己負担金無料化
　Ｈ31～尿酸検査
・未受診者への受診勧奨

対象者37,647名
受診者16,469名（43.7％）

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

32
健康づくり

推進課
特定保健指導

・特定保健指導対象者への利用勧奨
・特定保健指導の実施
（委託）医療機関、民間業者
（直営）在宅保健師、福島市

対象者　1,465名
利用者　149名
※速報値

○ ○ B ○ ○ ○ ○
変
更

特定保健指導を民間へ委託
し、健康測定会と併せた特定
保健指導を実施予定。

33
健康づくり

推進課

特定健康診査
要医療者受診勧奨
保健指導

虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症につなが
る血圧、血糖、脂質、CKD、心房細動の受診勧奨値
を超えた対象者に訪問、電話、文書で受診勧奨を行
う。

保健指導対応実数　793名
通知数　1,058通

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続
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34
健康づくり

推進課

特定健康診査治療中
のコントロール不良対
策

虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症につなが
る血圧、血糖の治療中で、コントロール不良者に保健
指導を行う

指導実人数　２６名
（訪問・来所１９名、電話７名）

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

35
健康づくり

推進課
生活習慣病重症化
予防連携

対象者が、早期にかかりつけ医から専門医や歯科医
に受診できる連携システムを運用し、重症化予防の
取り組みを行う

CKD要医療者107名
心電図有所見者63名

○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○
継
続

36
健康づくり

推進課
CKD(慢性腎臓病）重
症化予防教室

CKD（慢性腎臓病）対象者で、腎臓病未治療者で
CKD重症度分類
G1A2、G2A2、G3aA1に該当する者へ健康教育
と個別相談を実施する。

５６名
うち個別栄養相談・保健指導者：7名

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

37
健康づくり

推進課
国保日帰り
人間ドック

対象者（30・35・40・45・50・55・60・６５歳）の
うち希望者に実施し、費用の7割を助成する

受診者　３７６名 ○ ○ B ○
継
続

38
健康づくり

推進課
糖尿病治療中断者へ
の受診勧奨事業

診療報酬明細書（レセプト）を確認し、糖尿病治療中
断者へ通知送付および電話等による受診勧奨・保健
指導を行う

県事業で実施
通知送付　４３名

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

39
健康づくり

推進課
子どもの生活習慣病
予防事業

国保被保険者や希望者に対し、子どもの生活習慣に
関する小冊子を配布

63冊配付 ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

40
健康づくり

推進課
糖尿病性腎症患者の
重症化予防事業

糖尿病性腎症患者の生活の質（QOL）の維持・向上
のため、医療機関等との連携により患者の保健指導
を行う。（血糖改善！いきいき運動教室、高齢者の保
健事業と介護予防等の一体的実施）

国保個別指導　4２名
後期個別指導　30名

○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

41
健康づくり

推進課
栄養相談事業

生活習慣病の発症、重症化予防、合併症の進行予防
のため栄養相談を実施。

実施回数　59回
実人数　59名
延人数　59名

○ ○ B ○
継
続

42
健康づくり

推進課

高齢者の保健事業と
介護予防の一体的実
施事業

①低栄養予防事業
②口腔機能低下予防事業
③その他の生活習慣病重症化予防事業
④健康状態不明者への対策

①75名
②45名
③61名
④３７名

○ B ○ ○ ○ ○
継
続
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43 こども家庭課
こども家庭センター
（母子保健機能）

こども家庭センター・えがお（母子保健機能）の保健
師・助産師、看護師、保育士等が、妊娠期から子育て
期まで切れ目のない支援を行う。

相談件数
・妊婦　　 2,877件
・産婦　　 2,373件
・乳幼児　4,911件
・その他　1,380件

○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

44 こども家庭課 乳幼児
健康診査

1歳6か月・3歳児健康診査は、集団健診を実施。4か
月・10か月児健康診査は登録医療機関に委託し個
別健診を実施。

【4か月児健診】20医療機関　1,290名
【10か月児健診】20医療機関　1,311名
【1歳6か月児健診】46回　1,353名
【３歳児健診】51回　1,577名

○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

45 こども家庭課 こども発達相談会
年間で相談日を設定し,発達に心配のある児と保護
者を対象に、小児科医・公認心理師・言語聴覚士等に
よる相談会を実施。

90回（１回半日）  （133名） ○ ○ B ○ ○
継
続

46 こども家庭課 就学学習会
「就学に向けての学習会」と「年中児座談会」を開催
発達。発達の心配がある年中年長児の保護者を対象
に、就学についての情報提供や意見交換を実施。

年2回（89名） ○ B ○ ○ ○
継
続

47 こども家庭課 こどもの発達の特性
を理解する学習会

障がいや発達の遅れがある児の親と発達支援してい
る支援者を対象とした学習会を実施。

年3回（157名） ○ B ○ ○ ○
継
続

48 こども家庭課 離乳食教室

おんぶで食育体験教室では、福島県助産師会との共
催により、おんぶ体験・調理・試食等実施。オンライン
離乳食相談会では、栄養士の講話と参加者同士の交
流を図る。

おんぶで食育体験教室
11回57組
オンライン離乳食相談会
10回38組

○ ○ B ○ ○ ○ ○
変
更

「オンライン離乳食相談会」か
ら対面式の「ゆっくり・あんし
ん離乳食教室」に変更。「おん
ぶで食育体験教室」は福島県
助産師会と共催にて実施して
いたが、他市町村の方にも広
く利用を呼びかけることとな
り福島県助産師会単独事業
として実施していく。

49 こども家庭課
母子歯科
健康教育

保育所、幼稚園、子育て支援センター、小・中学校等
からの依頼による歯科健康教育。

13回　90名 ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

50 こども家庭課
母子健康
手帳交付

妊娠届出時、母子健康手帳交付と併せて妊娠中から
産後の生活等に関するパンフレットを配布するとと
もに、助産師または保健師・保育士が全数面談し相
談対応を行う。

1,226名 ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

51 こども家庭課
プレママ＆プレパパ教
室

妊産婦とその家族を対象に、安心して妊娠・出産・子
育てができるよう福島県助産師会と共催で実施。

12回　323名 ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続
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令和８年度　事業計画

③福島市歯と口腔の健康づくり
※【資料３】福島市歯と口腔の健康づくり推進基本方針を参照ください。

事
業
の
方
向
性

事業の
「変更内容」

または
「終了の理由」

基本方針

実績
（参加人数・回数等）

担当課 事業名 事業内容

52
こども家庭課
健康づくり

推進課

乳幼児健診時の
栄養指導

離乳食のすすめ方、むし歯予防のための食生活指
導、幼児食の指導等。

【4か月児健診】
20医療機関　1,290名
【1歳6か月児健診】
46回　1,353名
【３歳児健診】
51回　1,577名

○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

53
こども家庭課
健康づくり

推進課

乳幼児健診時の
歯科保健指導

むし歯予防のための口腔衛生指導。

【1歳6か月児健診】
46回　1,353名
【3歳児健診】
51回　1,577名

○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○
継
続

54 幼保支援課 歯磨き指導 歯科医師・歯科衛生士等による歯磨き指導
通年
(認可保育施設入所児童）

○ B ○
継
続

55 幼保支援課
各施設における
歯科健診

学校保健安全法に準じて各施設で歯科健診を実施。
通年
（認可保育施設入所児童） ○ B ○

継
続

56

幼保支援課
学校教育課
健康づくり

推進課

フッ化物洗口事業
市内の保育所、幼稚園、学校等でフッ化物洗口を実
施し、むし歯予防を推進する。

・保育所、幼稚園等
  39施設/ 79施設
・小学校　28校/43校
  （継続校26校、新規校2校）
　（1１回～3６回の実施）
新規に開始した2校を含め、各校の実態に
合わせて方法・回数等を検討して実施。

○ ○ ○ ○ B ○
継
続

57 学校教育課
児童・生徒
健康診断事業

学校保健安全法に定められた健康診断業務のうち
尿検査・心電図検査・結核精密検査を委託し実施し
ている。

4～12月
・小学校：4０校
・中学校：１９校（天神スクールを含む）
・義務教育学校:１校
・特別支援学校:1校

○ B ○
継
続

58 学校教育課
歯科保健
指導事業

福島歯科医師会に委託し、市内の学校に歯科医師・
歯科衛生士を派遣し、歯の磨き方、歯の健康に関す
る講演等を行う

余目小で全児童を対象に、教室で、個別の
歯磨き指導を実施。また、歯科医師会、歯科
衛生士会の協力のもと、養護教諭の研修の
場として、参観や協議の場を設定する。７名
が参加。

○ B ○ ○ ○
継
続

59
中央

学習センター
カンガルー教室０歳児
コース（前・後期）

歯科衛生士等による歯磨き指導
年2回
（前期26名）
（後期24名）

○ A ○
継
続
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令和８年度　事業計画

③福島市歯と口腔の健康づくり
※【資料３】福島市歯と口腔の健康づくり推進基本方針を参照ください。

事
業
の
方
向
性

事業の
「変更内容」

または
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基本方針

実績
（参加人数・回数等）

担当課 事業名 事業内容

60
中央

学習センター

ペンギン教室
１歳児コース
（前・後期）

歯科衛生士・保健師による歯磨きと健康相談
年2回
（前期12名）
（後期18名）

○ A ○
継
続

61
中央

学習センター
カルガモ教室
２・３歳児コース

歯科衛生士等による歯磨き指導
年1回
（16名）

○ A ○
継
続

62
杉妻

学習センター
わくわく子育て健康
教室

赤ちゃん及び家庭向けの健康講座
・R7.7月　3回　15組
・R8.2月　3回　17組

○ ○ B ○
継
続

63
清水

学習センター
すくすく親子広場 親子体操 7/10　14名 ○ ○ ○ ○ A ○

継
続

64
信夫

学習センター
しのぶ女性カレッジ

・料理教室
・エクササイズ
・心身の健康に資する講義と実技

実施回数：5回
参加人数：59名

○ ○ B ○
継
続

65
信夫

学習センター
信夫いきいき倶楽部 心身の健康に資する講義と実技

実施回数：4回
参加人数：172名

○ B ○
継
続
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福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会令和７年度実績 
 

１ 委員会の開催 

（１）令和７年度福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会（全２回）を下記のとおり開催 

 開催日 内    容 

第
１
回 

令和７年 

７月３１日（木） 

報告 基本方針に基づく、お口の健康づくり普及啓発リーフレットについて 

協議 お口の健康づくりの浸透をめざして 

    グループワーク 「効果的な普及啓発方法について」 

第
２
回 

令和７年 

１１月１３日（木） 

協議 お口の健康づくりの浸透をめざして 

    「連携できる事業について確認」 

 

２ 委員会関連事業 

 （１）【施策１】 基本方針の普及啓発 

  ・「健口ふくしま 8020」リーフレットを配布  

 配布枚数 備  考 

福島薬剤師会 ９３０ 健康サポート薬局へ配布 

福島県歯科衛生士会 福島支部 １０0 イベントでの配布 

福島市 ６０５ 健康教育、イベント等で配布 

令和７年度総配布枚数  1,６３５  

 

  ・「仕上げみがきのポイント」「だらだら食べ飲みに注意！」動画２本を作成し、市 HP にて紹介 

   福島市公式 YouTube に掲載 健脚・適しお通信等の広報物に二次元コードを掲載するなどして活用 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）【施策１，６】 未就学児施設への歯科保健情報の提供について 

   ①「むし歯予防通信（令和７年版）」の作成配布 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和７年度配布先 合計（A+B） １７０施設 

対象 施設数 

公立 保育所 １１ 

私立 保育園 3３ 

公立 幼稚園 ８ 

国・私立 幼稚園 12 

公立 認定こども園 3 

私立 認定こども園 1３ 

小計 A 8０ 

対象 施設数 

地域型保育施設 22 

認可外保育施設 2８ 

地域子育て支援センター 23 

発達支援センター 17 

小計 B ９０ 
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②「素材集」の福島市ホームページへの公開 

 未就学児施設の職員が、健康教育等で利用できるダウンロード素材を作成 

 

（３）【施策５】 スマイルマウス～みんなの歯とお口の健康ガイド集～更新 

 令和７年４月版を更新し、福島市ホームページに掲載し、各施設へ更新の通知を実施。 

 

 

                  

令和７年度更新通知送付施設数 合計 ５０７施設 

※通所・入所（利用者が長期的に利用する施設）施設が対象  

  

 

 （４）リーフレット配布 

①【施策２】 「むし歯のない子に育てましょう！」リーフレット配布 

 

【その他の配布】 

                   

    

 

 

 

 

 

令和７年度総配布枚数 （A＋B） 2,５7０ 枚                                                                                                                      

 

 

   ②【施策３】 「歯周病対策をしましょう！」リーフレット配布 

配 布 対 象 ： 成人 

【R７年度 リーフレット配布枚数】 

 配布枚数 備  考 

福島薬剤師会 601 薬局での配布、イベントでの配布 

福島県歯科衛生士会 福島支部 １０0 イベントでの配布 

福島県言語聴覚士会 県北支部 0  

福島市地域包括支援センター 330  

全国健康保険協会 福島支部 150  

福島市老人クラブ連合会 20５  

福島市 ９7 健康教育、イベント等で配布 

     

令和７年度総配布枚数 1,４８３ 枚 

 

 

対象 施設数 

障がい児者福祉施設 ２７８ 

高齢者介護施設 2０７ 

地域包括支援センター ２２ 

合 計 50７ 

 対象施

設数 

希望施

設数 

配布 

枚数 

公立保育所 １１ １１ 37０ 

公立認定こども園 ３ ３ 1９５ 

公立幼稚園 ７ ７ １８０ 

私立保育園 ３３ １７ 1,２３0 

私立認定こども園 １３ ３ 230 

私立・国立幼稚園 １２ １ ７５ 

発達支援施設 １８ １ ２０ 

小 計 Ａ ９７ ４３ ２,３００ 

 配布

枚数 
備  考 

福島市 ２７０ 
健康教育、 

イベント等で配布 

小 計 B  ２７０  
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● 福島市ホームページ 掲載先 ● 

 

 

【歯と口腔に関するリーフレット】 

ホーム＞健康・福祉＞健康づくり 

＞歯とお口の健康＞歯と口腔に関するリーフレット 

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/kenko-fukushi/kenkozukuri/1/9408.html 

 

 

【歯と口腔に関する動画】 

ホーム＞健康・福祉＞健康づくり 

＞歯とお口の健康＞歯と口腔に関する動画 

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/kenko-fukushi/kenkozukuri/1/12919.html 

 

 

【歯とお口の素材集】 

ホーム＞健康・福祉＞健康づくり 

＞歯とお口の健康＞歯とお口の素材集 

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/kenko-fukushi/kenkozukuri/1/9437.html 

 

 

【スマイルマウス～みんなの歯とお口のガイド集～】 

ホーム＞健康・福祉＞健康づくり 

＞歯とお口の健康＞歯と口腔に関するガイド集「スマイルマウス」 

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/kenko-fukushi/kenkozukuri/1/9420.html 

     



【資料４】 

１ 

委員会令和８年度実施計画（案）について 
 

１ 委員会の開催について 

（１）令和８年度福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会を下記のとおり開催予定 

 開催日 内    容 

第
１
回 

令和８年 

７月９日（木） 

報告 ・福島市歯科保健事業および福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会の 

     令和 7 年度実績について 

協議 ・福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会令和 8 年度実施計画について 

    ・お口の健康づくりを浸透させるために 

     「健口ふくしま、いい歯の月間」の取り組みについて 

第
２
回 

令和９年 

１月中予定 

協議 ・お口の健康づくりを浸透させるために 

     全体の報告会、評価の実施 

 

２ 令和８年度委員会実施計画 

（１）継続 【施策１】 基本方針の普及啓発 「健口ふくしま 8020」リーフレットの配布 

（２）継続 【施策１，６】 未就学児施設への歯科保健情報の提供について 

① 「むし歯予防通信（令和８年版）」の配布 

② 「素材集」の福島市ホームページへの公開 

（３）継続 【施策５】 スマイルマウス～みんなの歯とお口の健康ガイド集～を令和８年度版へ更新 

（４）継続 リーフレットの配布について 

③ 【施策２】 「むし歯のない子に育てましょう！」リーフレット配布 

④ 【施策３】 「歯周病対策をしましょう！」リーフレット配布の改訂版作成及び配布…別紙１ 

（５）新規 【施策１】「健口ふくしま いい歯の月間」での普及啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



歯周病対策をしましょう！

あなたは大丈夫？まずは歯周病のセルフチェック！

歯周病が進むと、歯を失う可能性があります

毎食後の丁寧な歯みがきと
定期的な歯科健診・クリーニングで

今の状態を維持しましょう

□ チェックなし

歯周病の可能性があります
歯科医院で歯周病の検査と

歯周治療、歯みがき指導などを
受けましょう

チェックあり

歯周病に早く気づくことが大切です

歯周病は、全身の病気にも影響します

健康な歯ぐき

・歯の間の歯ぐきの形がV字
・薄いピンク色
・引きしまっている

提供 奥羽大学 高橋慶壮 教授

歯周病の歯ぐき

・はれて丸みがある
・赤い部分がある
・ぶよぶよしている

提供 福島歯科医師会会員

□ 毎食後、歯みがきをしない
□ 糖尿病などの病気がある
□ タバコを吸う

※

□ 不規則な生活
□ 1年以上、歯科受診をしていない

歯周病を悪化させる原因 歯周病と関係のある病気

※加熱式タバコも含まれます

糖尿病

誤嚥性肺炎

脳梗塞

早産
低体重児出産

認知症

心疾患

肥満

歯周病

□ 歯ぐきに赤くはれた部分がある
□ 歯の間にものがつまりやすい
□ 歯をみがくと出血する
□ 歯が浮いたような感じがする

□ 歯が長くなったような気がする
□ 歯がぐらぐらする
□ 口臭が気になる

ごえん

健口
ふくしま

８０２０

ハチマルニイマル

けん
こう 資料４
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セルフケアとプロケアで、歯周病から守りましょう

毎日自分でお口をきれいにするセルフケアと、定期的に歯科受診し、専門的な
お口の健康管理をしてもらうプロケアが必要です

セルフケア プロケア

この２つはセット！

問い合わせ
福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会 作成

【清掃補助用具の使用】

詳しい使い方は
歯医者さんで聞きましょう

【1日3回以上の歯みがき】

えんぴつ持ちで、歯と歯ぐきの境目にブラシ
を当て、やさしく細かく動かします

【プロケアの内容】

歯周病の治療は“継続”が重要！
定期的にお口の状態を見てもらいましょう

【半年に1回以上は歯医者さんへ】

歯科医院でのプロケア
（ブラッシング指導、歯石除去、外科処置など）

自宅でのセルフケア
（毎食後の歯みがきなど）

細い→太い

歯の間が広いところ・・・歯間ブラシ

歯の間がせまいところ・・・デンタルフロス

「自分に合った歯ブラシや清掃補助用具を
知りたい」

「失った歯を補う治療の相談がしたい」 など

セルフケアでは届きにくい部位の清掃や、
自分では取り除けない歯石の除去をします

歯みがきのコツも
お伝えします！

福島市保健所 健康づくり推進課 024-597-8616〒960-8002 福島市森合町10番1号

動画はコチラ

久しぶりに歯医者さんを予約するときは、
「お口の状態を検査してほしい」
「歯のクリーニングを受けたい」

などと伝えましょう！

お口に関するトラブルや気になることがあれば、
いつでも相談できます

定期的に歯医者さんでお口の状態をチェックして
もらい、自分に合ったケアや治療を受けましょう

資料４
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令和８年度 「健口ふくしま いい歯の月間」実施要領（案） 

 

１ 趣  旨 

 市民の歯と口腔の健康を保持増進するために、11 月 1 日から 30 日を「健口ふくしま いい歯

の月間」と定め、福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会の委員が一体となり活動するものと

する。 

 

２ 目  的 

１１月１日から３０日を「健口ふくしま いい歯の月間」と定め、歯と口腔の健康づくりに関する

知識を普及啓発し、多くの市民の歯と口腔の健康づくりについての関心を高めることで、歯科疾

患を予防する習慣の定着を図り、市民の歯と口腔の健康を保持増進することに寄与することを

目的とする。 

 

３ 本年度の目標 

委員会構成団体と市が連携して一斉に歯科保健に関する広報および活動をすることで、市民

が自身の歯と口腔の健康づくりに興味関心を高めることができるようにする。 

 

４ 実施期間 

  令和８年１１月１日から３０日まで 

 

５ 実 施 者 

  福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会 構成団体及び福島市 ほか 

 

６ 実施方法 

  当委員会で作成した広報資料（チラシ・動画等）を利用し、各団体にて活用している広報媒体や

イベント活動にて、「健口ふくしま いい歯の月間」の取り組みとして歯と口腔の健康づくりにつ

いて発信し、「健口ふくしま いい歯の月間」の普及・啓発を図る。（別紙２のとおり） 
 

 （１） 広報媒体等による普及・啓発 

   SNS、HP 等のデジタル媒体または、広報誌、お便り等の紙媒体など、各団体で利用してい

る広報手段を活用し、各種資料を提供すること等により、「健口ふくしま いい歯の月間」の普

及啓発を図る。 

 （２） 各種催し物等の開催 

   主催する講習会、講演会、イベントにて、各団体と連携し参加者に「健口ふくしま いい歯の

月間」の趣旨の理解を図る。 

 （３） その他 

  （１）（２）に掲げるもののほか、それぞれの実情に応じた適切な事業を工夫して実施する。 

 

７ 評価方法 

・ 実施した事業数 

・ 配布したリーフレット数 
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別紙２ 

令和８年度 「健口ふくしま いい歯の月間」実施について 

１ 実施内容 

対象年代 内  容 連携先 

乳幼年期 
・「むし歯のない子に育てましょう！」配布 

・歯の月間広報チラシ 
・幼稚園・保育所・認こ 等 

学童・ 

思春期 

・「歯みがきサンバ」の CM 校内放送 

・歯の月間広報チラシ 

・SNS の利用 

・小・中学校 

青年期・ 

壮年期 

・「歯周病対策をしましょう！」配布 

・「健口ふくしま 8020」配布 

・SNS の利用 

・薬剤師会 

・協会けんぽ福島支部 

・言語聴覚士会 

高齢者 

・ふくこぶし福島機関紙で 1 年間連載 

・学習会、イベント等でのリーフレット配布 

・歯の月間広報チラシ 

・ふくこぶし福島 

・地域包括支援センター 

・言語聴覚士会 

障がい児者 
・「スマイルマウス」の広報 

・歯の月間広報チラシ 
・障連協 

全市 

・テレビ市政だより、市政だより 11 月号 

・GO！GO！健口 DAY（＠市民センター） 

・市 HP、市 SNS（LINE、X） 

・歯の月間広報チラシ 

・イベント参加 

→お口の健康フェア 2026（委員会として参加） 

・歯科医師会 

・歯科衛生士会 

・薬剤師会 

 

 

２ 事業の流れ 

  

R8  ９月 ・・・ 「健口ふくしま いい歯の月間」についての通知（チラシデータの送付） 

１０月 ・・・ 実施の準備 

１１月 ・・・ 「健口ふくしま いい歯の月間」の実施 

１２月 ・・・ 各団体から実施報告を集約 

Ｒ９  １月 ・・・ 第２回委員会開催 → 報告＆評価 
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令和８年度 福島市歯と口腔の健康づくり推進事業 

  GO！GO！ 健口 DAY！！ ～健口ふくしま いい歯の月間～ 開催要領（案） 

 

 

１ 目 的   １１月１日から３０日が「健口ふくしま いい歯の月間」であることから、

多くの市民の歯とお口の健康づくりについての関心を高めるために、イベ

ントをとおして知識を普及啓発し、市民の歯とお口の健康を保持増進する

ことに寄与することを目的とする。 

 

２ 日 程  令和８年１０月２８日（水） 午前１１時～午後１時３０分 

 

３ 場 所  市民センター １階 エントランスホール、大ホール 

 

４ 内 容  〇咀嚼力チェックコーナー（咀嚼力チェックガムを使用） 

       〇オーラルフレイルセルフチェック 

       〇歯周病リスク検査（サリバスターを使用） 

       〇お口のももりん体操の体験 

       〇福島市歯と口腔の健康づくり推進委員会 委員によるブース 

 

５ 対 象  市民 

 

６ 参加費  無料 

 

７ 周 知  〇チラシ設置・市公式 LINE・マスメディア等 

       〇職員向けガルーン掲載 

 

８ 担 当  健康福祉部 保健所 健康づくり推進課 
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≪参考≫令和８年度開催「GO!GO!健康体験 DAY!!～たのしく健脚・おいしく適しお」の

【エントランスホールの様子】 

 

【大ホール・ブースの様子】 

 

 

 

 

 

 

 



福島市保健所 健康づくり推進課 TEL 024-597-8616

3 補助用具を使おう

2 歯垢がたまりやすい場所を意識しよう

みがき残しはむし歯や歯肉炎、歯周病のリスクを上げてしまいます。

みがき残しが多い場所を把握して、意識してみがきましょう！

◆ 歯 ： みがき残し、白く濁った歯、溝に着色が

               ある歯がないか確認

◆ 歯ぐき ： 赤みを帯びた色をしていないか、歯と

歯の間の歯ぐきが丸みをもってふくら

んでいないか、ぶよぶよしていたり、

                出血がないか確認

1 毎日鏡でお口の状態を観察しよう

↑白く濁った歯

↑溝に着色がある歯

↑腫れている歯ぐき

↑健康な歯ぐき

歯と歯ぐきの状態を毎日１回はじっくり観察して、

異常がある場合はすぐに歯科受診しましょう。

歯ブラシのみで落とせる汚れは、60％ だけ。
みがいているのにお口の中がすっきりしないのは、
落としきれていない歯垢があるのかも…
フロスや歯間ブラシを上手に使いましょう！

プラス

歯垢は、
細菌のかたまり！

福島市HP

★ 歯と歯肉の境目 ★★ 歯と歯の間 ★ ★ 奥歯のかみ合わせの溝 ★

３３お口のお手入れ ポイント 選

けんこう

健口ふくしま
いい歯の月間

健口ふくしま
いい歯の月間

11月8日の「いい歯の日」にちなんで、11月は、歯とお口の健康の強化月間です。

自分のお口をチェックしてみましょう！

11月は

資料５-３
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「健口ふくしま　いい歯の月間」スケジュール表

第１回委員会 ・９月末
　「いい歯の月間」参加依頼
の通知発送

・各団体準備
 ・「健口ふくしま　いい歯
の月間」実施

 ・実施報告を
集約

 第２回委員会
・報告＆評価

№ 団体名 R８.４月 R８.５月 R８.６月 R８.７月 R８.８月 R８.９月 R８.１０月 R８.１１月 R８.１２月 R９.１月 R９.２月 R９.３月

0 福島市 〇 〇 〇 〇 〇

・「むし歯予防通信」作成
・「スマイルマウス」作成
・「歯周病リーフレット」
　改訂版作成

・「むし歯予防通信」発行
・「スマイルマウス」HP
　公開・通知
・「歯周病リーフレット」
　印刷
・健康教育

・歯と口の健康週間広報
　　SNS、HP更新
・歯周病リーフレット
　配布依頼
・歯周病検診開始
　（～１０月末日）
・市政だより１１月号募集
・健康教育

・健康教育

・「いい歯月間」
　チラシ作成
・小中学校用動画作成

・いきいきふくし夏まつり
　（障がい福祉課）
・健康教育
・FMポコの集約くる？

・１１月号市政だより準備
・ふくふく
 オレンジフェスタ
　（長寿福祉課）

・包括連携協定先企業へ
　動画配信の依頼
　（政策調整課）
・ハシドラマンスリー11月
号原稿提出

・いきいきふくし秋まつり
　（障がい福祉課）
・「いい歯の月間」チラシ
　配布依頼
・「むし歯のない子に育て
ましょう！」配布依頼
・22木　障連協にてPR
・28水　市民センターに
て「健口ふくしま　いい歯
の月間」イベント開催

・市政だより１１月号
　表紙・特集
・６金、１８水、２７金
　Xでの広報
・６金　LINE
　「いい歯の日」広報
・ハシドラマンスリー
　11月号
・健康教育

1 東北歯科専門学校

2 福島歯科医師会
・お口の健康フェア
　（こむこむ）

3
福島県歯科衛生士会
福島支部

4 福島薬剤師会 〇 〇 〇 〇 会員薬局
・歯周病リーフレット
　配布

・8020リーフレット
　配布

・健康イベント
開催

5
福島県言語聴覚士会
県北支部

〇 〇
・にじいろフェスタ
（上松川診療所の健康ま
つり）

6
福島県北地区
障がい福祉
連絡協議会

〇 〇

・出前講座のおすすめ
・月1開催の定例会に保
健所職員又はこの委員会
の方に出席いただき、「い
い歯の月間」を直接PRし
ていただく。定例会は
ZOOM開催です（第4木
10：00～12：00）

・「スマイルマウス」広報

7
福島市地域包括
支援センター等
連絡協議会

〇 〇 〇 〇

8
全国健康保険協会
福島支部

〇 〇
・11月に予算をたてて、3
月にテーマ決め

・歯周病リーフレット
　配布

・SNS、LINE

9
福島地区小・
中学校長会協議会

〇

10
福島地区学校保健
研究会

11
福島市小中学校PTA
連合会

〇

12
福島市私立幼稚園
保護者連合会

13 ふくこぶし福島 〇

・機関紙「ふくこぶし」に
1年間歯について掲載
→R8年1月、４月、7月、
１０月発行

・「ふくこぶし」
　4月号発行

・「ふくこぶし」
　7月号発行

・「ふくこぶし」
　10月号発行

事務局

主
催
イ
ベ
ン
ト

その他

健口ふくしま「いい歯の月間」の参加について

S
N
S

H
P

広
報
誌
・
お
便
り

動
画
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